

























　まず、経営者の雇用に関わる費用 ( 以下、費用 )は、
 
n
WknC +=  (1)
で表される。ただし、k は1人当たり交通費、 W は総人件費、n は企業当たりの


















　例えば、自動車通勤のケースでは、  6402 ×××= tk から t が導かれる。2は











 Wkn =2  (4)
















knn ==*  (6)




























(1) 自動車通勤圏10km のケースで電車速度30km/ 時で20分：その時間差
 15分－20分＝－5分
(2) 自動車通勤圏30km のケースで電車速度57km/ 時で32分：その時間差
 45分－32分＝13分
(3) 自動車通勤圏50km のケースで電車速度62km/ 時で48分：その時間差
 75分－48分＝27分
　上記の (1) については、電車の待ち時間による差が5分であれば、実際には5














は平均約30km/ 時、都心から平均30km 圏 (20~40km) は平均約57km/ 時、都心














(1) 自動車通勤圏 10kmのケースで電車速度 30km/時で 20分：その時間差 
15分－20分＝－5分 
(2) 自動車通勤圏 30kmのケースで電車速度 57km/時で 32分：その時間差 
45分－32分＝13分 











3大都市圏 総数 15分世帯数 15分割合 45分世帯数 45分割合 75分世帯数 75分割合 平均(分）
全国 23435000 12545000 0.535 6769000 0.289 3798000 0.162 33
関東大都市圏 6813000 2194000 0.322 2315000 0.34 2152000 0.316 44
中京大都市圏 1774000 971000 0.547 570000 0.322 208000 0.117 31
近畿大都市圏 3411000 1435000 0.421 1198000 0.351 733000 0.215 38
3大都市圏平均値 3999333 1533333 0.383 1361000 0.340 1031000 0.258 40  
注）付表にもとづいて作成。ただし、付表は総務省統計局「平成 20 年住宅・土地統計調査結果」である。 
 
電車の時速に関しては、３大都市圏通じて都心から平均 10km 圏(0~20km)は平均約
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